












Adhesion polypeptides are useful for the prevention of peritoneal 














Poly(carboxyethyl methacrylanide-RGDS) conjugate [polyCCEMA・RGDS)]，6・0・carboxymeth
yl-chitin-RGDS [CM-chitin RGDS]を用いた。
In vitroにおいて96well microplateに細胞外マトリックスCmatrigel，8μg / well fibronectin， 4μg/ 
well laminin， 4μg/well)および腹膜中皮細胞を固椙化し，癌細胞4X lOs cells/wellを30分接着させ，
洗浄後接着した細胞をMTTにて定量し adhesionassayを行った。またmatrigelcoated trans well 
























ドとして， YIGSR CTry-lle-Gly-Scr-Arg). およびRGDCArg-Gly-Asp)とその誘導体であるPoly
(carboxyethyl methacrylanide-RGDS) conjugatc [poly(CEMA-RGDS)]， 6-u-carboxymethyl-
chitin-RGDS [CM-chitin RGDS]を用いた。方法としてt In uitroにおいては96well microplateを





その結果， D3の基底膜成分laminin.fibronectin， matrigelに対する接着性は. YIGSR， RGDの投
与により有意に抑制さたが， RGD単独とRGD誘導体の聞では差は認めなかった。また， mvaSlOn assa 
yにおいてD3の浸潤性は接着ペプチドの投与により有意に抑制された。さらにInvivo生存期間の検討に
おいては，コントロール群の33日に対し， YIGSR投与群の生存期間は48日と生存期間の延長が認められ
た。 RGD投与系では，コントロール群の28日に対L，RGDS単独投与群が33日， Poly(CEMA-RGDS) 
投勺群が54日， CM・chitin司RGDS投与群が75日と， RGD誘導体において生存期間延長効果の増強が認め
られた。
以上の結果は，接着ペプチドの投与が，高播種性転移株OCUM-2瓜MD3の腹膜構成成分への接着.浸潤
性を阻害しし，腹膜播樟
播種性転移の新しい治療法として重要な一知見を提供するものとして評価される。
よって，本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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